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1 正誤表

頁 行 誤 正

22 式 (1.33)の 2行下 u1 π2u1

27 下から 2行目 −ℏ∂/∂xj −iℏ∂/∂xj

28 上から 1行目の式 −ℏ ∂
∂xj −iℏ ∂

∂xj

29 式 (1.41)の 1行下 Fouier変換 Fourier変換

41 下から 4行目の式 lim
ℓ→∞

lim
ℓm→∞

43 上から 6行目 保障 保証

61 上から 12行目 次節 次章

66 上から 8行目 注意 3.1 補足 3.1

66 下から 4行目の式 (∥yℓ − y∞∥Y ∥yℓ − y∞∥Y

68 式 (3.3)の下 線形性の仮定 (3.2) 線形性の条件 (3.2)

76 上から 5行目 resonace resonance

91 下から 4～3行目 固有関数 固有ベクトル

96 最終行 おこなうこが おこなうことが

108 上から 4行目の式 aj ∈ C aj ∈ C

111 下から 8行目 eigenfuncion eigenfunction

1



頁 行 誤 正

119 下から 2行目の式 f(z, t) f(z, τ)

122 下から 2行目の式 || v ||Hs ||| v |||Hs

126 脚注 *8) 注意 2.2 補足 2.2

128 式 (4.21) u(1)(x1, · · · , xn−1; t) dt u(1)(x1, · · · , xn−1; τ) dτ

140 上から 9行目の式 (∀r, s) (∀r ≥ ∀s)

141 脚注 *20)の 2行目 結合法則 (4.51) 可換法則を導く (4.51)

144 下から 4行目 第 3.4項 第 3.4節

154 式 (5.7)の 2行下 x ∈ (0, 1) x ∈ (α, β)

158 上から 4行目 （4.2.3参照） （第 4.2.3項参照）

168 上から 11行目の式
∮
C

df/dz
f

∮
C

df
f

181 上から 13行目 連続であれは 連続であれば

182 下から 4行目の式 厳密小作用素 厳縮小作用素

182 下から 4行目の式 連続性な 連続な

188 上から 5行目 Lipshitz Lipschitz

195 下から 3行目 T ≤ ∞ T < ∞

211 下から 6行目 Casimire Casimir

216 脚注 *21) 3行目 ∇× (∇× v+ ∇× (∇× v)+

219 C(Ω)の項目 連続関数 有界連続関数

219 C(Ω)の項目 有界連続関数 連続関数
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2 補足

頁 行 補足

6 第 1.1.4項

ここで議論している「自由度」あるいは「次元」とは，独立
に選ぶことができる変数たちの数のことである． 関数空間
の「集合としての大きさ」すなわちその「元の数」ではない
ことに注意しよう．関数空間に含まれる元の数は，もちろん
非可算無限である（有限次元のベクトル空間で既に非可算無
限集合である．例えば立方体の形は「縦・横・幅」の３つの
変数で決まる．従って「自由度」は３．つまり 3次元空間の
物体である．縦・横・幅はそれぞれ実数値 (> 0)をとること
ができるから，あらゆる立方体の全体は非可算無限集合）．

125 上から 5行目 u ∈ C∞
0 (Σ)ゆえに u(x′, 0) = 0であることに注意．

134 下から 3行目 Dpuは多重指数 pをもつ偏微分作用素．P. 44の定義を参照．

139 下から 11行目

真空中の電磁波を記述するMaxwell方程式は線形であるが，
媒質と電磁場の相互作用があると一般に非線形となる．例え
ば，強力な電磁場の中で起こる物質の運動は相対論の効果で
非線形性をもつ．プラズマ物理，非線形光学などが注目する
多様な構造や現象は電磁場と媒質の非線形相互作用によって
生まれる．

141 上から 3行目

これは群の中でも「1パラメタ群」と呼ばれるクラスである
（時間を表すパラメタ tがその「1パラメタ」である）．
一般に「群」とは，集合Gの元に積が定義され (aと bの積
を abと書く)，これが「結合法則」a(bc) = (ab)cを満たし，
単位元が存在し，∀a ∈ Gが逆元をもつことをいう．1パラメ
タ群の場合，(4.51)が結合法則と可換法則を同時に与える．

141 式 (4.56)

これは左辺 (du/dt) によって右辺のAを定義するという意味
ではなく，逆に作用素Aが与えられたとき，(4.56)を発展方
程式として解き，その解 u(t)によって T (t) : u(0) 7→ u(t)を
生成することを意図している．

225 付録 C.2

ここに与えた外微分とその共役作用素に関する簡単な解説で
は，体積形式，内部積，Hodge *作用素などの概念を登場さ
せていない．Euclid空間 Rnを相手にしている限り，これで
十分であるが，一般の多様体を考える場合には内積 (C.6)を∫
a ∧ ∗b̄ のように定義する．発展的に学習するためには，
例えば拙著『電磁気学とベクトル解析』（共立出版, 2019）
を参照されたい．
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